
１年次生 地震防災に関する授業プログラム（防災体験）

（１）１０月２１日（金）５・６時限目 地震防災講演会（１・３年次生対象）

テーマ：必ずくる「南海地震」！その時、君は・・・？！

講 師：高知市消防局警防課 高橋慎治さん

（２）１０月２４日の週の理科総合Ｂの授業で、自分の寝ている部屋の家具やその上に載

せているもの、寝ている位置を図面に記載させて、１１月１日に持参させる指示を

行う。

（３）１１月１日（火曜日）５・６時限目（午後１時２５分～３時１５分）

地震から自分の身の安全を守るために

～自分の寝室を見直してみよう～

（４）１１月８日（火曜日）５・６時限目（午後１時２５分～３時１５分）※今回

目 的 災害時において、自分の命だけでなく他人の命を守るための行動ができるよう、

防災体験を行います。

※時間の関係もあり、全ての体験を完全にできるようになるのではなく、災害時

の行動の入り口として、体験による興味・関心を高める機会とします。

体験内容 ①ロープの基本結索法

②毛布などの身近なものを使ったケガ人の搬送法

③バール等を使った重量物を持ち上げる方法（雨天時：煙中避難体験）

協力実施団体 ・高知市消防局（３名）・防災対策課（３名）・高知東消防署（３名）

※人数は予定

実施場所 ・ロープの基本結索法（多目的棟１階ホール）

・毛布などの身近なものを使ったケガ人の搬送法（看護科棟１階集会室）

・バール等を使った重量物を持ち上げる方法（北昇降口前広場）

・雨天時：煙中避難体験（中校舎４階選択教室）

準 備 体育時の服装への着替え（昼休み：放送も入れる）

男子：教室

女子：南・北更衣室（男女）

班分け・・・５クラス２００名を３班に分ける

Ａ班 ２Ｈ４０名・５Ｈ２５名

Ｂ班 ３Ｈ４０名・５Ｈ１５名・６Ｈ１０名

Ｃ班 ４Ｈ４０名・６Ｈ３０名

協力実施団体は、当日１２：４５に来校・準備

実施団体へのお礼の言葉・・・各班から代表生徒の選出

事前指導（当日朝の SHR) ・着替え ・時間を守る ・てきぱきした行動

・５Ｈ、６Ｈは班分けの周知

・貴重品の管理に注意

・出席カードに名前を書き、それぞれの場所で印をもらう

ことを周知
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日 程 生徒は着替えて、１３：２５までに指定の場所に集合

Ａ班：多目的棟１階ホール

Ｂ班：看護科棟１階集会室

Ｃ班：南昇降口前広場

次のスケジュールでローテーションで移動

13:25 ～ 13:55移動 14:00 ～ 14:30 移動 14:35 ～ 15:05 →更衣
Ａ班：多目的棟１階 → 北昇降口前 → 看護科棟１階

上→下履き 下履き

Ｂ班：看護科棟１階 → 多目的棟１階 → 北昇降口前

上履き 上→下履き

Ｃ班：北昇降口前 → 看護科棟１階 → 多目的棟１階

下履き 下→上履き

※移動に関して、看護科棟の廊下では静粛を保つことを指導

ホーム主任の分担・作業

生徒の誘導（出入口付近）、最初の簡単な進行、出席カードに押印、

作業の促進指示、最後の体験では「お礼の言葉」の進行

多目的棟１階ホール （ ）

看護科棟１階集会室 （ ）

南昇降口前広場 （ ）

提出レポート

１０月２１日の講演からの一連の取り組みを通して、生徒の感想（わかったこと、起こ

した行動・できるようになったことなど）を、後日提出させる。
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